
最終更新日：令和 7 年 03 月 18 日

第四期特定健康診査等実施計画
聖隷健康保険組合聖隷健康保険組合



　特定健康診査等実施計画　(令和6年度〜令和11年度)
背景・現状・基本的な考え方　【第3期データヘルス計画書　STEP2から自動反映】背景・現状・基本的な考え方　【第3期データヘルス計画書　STEP2から自動反映】
No.1 ●女性特有の疾患（悪性新生物含む）の医療費が増加

・女性は乳がん・子宮頸がんの医療費が高い
・女性は乳がん・子宮頸がん検診が50％に満たない。

 ①人間ドック受診率の増加のはたらきかけ
②がん検診項目の精密検査受診勧奨と受診確認の実施
③女性特有疾患の情報提供

No.2 ●循環器疾患の医療費が増加
・CKD改善悪化状況において、リスク保有者の増加傾向あり
・前期高齢者医療費の上位に上がる

 ①人間ドックの受診率の増加のはたらきかけ
②健診未受診者への受診勧奨
③精密検査の受診勧奨と受診確認の実施
④重症化予防事業の参加率向上

No.3 ●悪性新生物の医療費が増加
・大腸がんの医療費が高い
・前期高齢者医療費の上位に上がる

 ①人間ドック受診率の増加のはたらきかけ
②がん検診項目の精密検査受診勧奨と受診確認の実施

No.4 ●メタボ予備軍、メタボ該当者の増加
若年世代からの肥満者が増加  ①事業所と連携し就業時間内での特保実施

②特保該当者減少に向けた取組の推進
③リピーター対策として成果の出る保健事業の実施と検証
④若年者への早期生活習慣改善の支援

No.5 ●メンタル関連の休職者が増加  ①健康相談・カウンセリング利用件数の増加にむけ、相談事業の広報活動実施
②事業所との情報共有し連携を強化
③具体的な取り組みへの支援

No.6 喫煙率が横ばい  ①禁煙支援事業の継続
②禁煙教育の実施

No.7 ●歯科医療費が増加
・男性は受療率が女性より低いが医療費は高い
・30代から40代にかけて歯科医療費が上がる

 ①歯科健診の費用補助の継続
②歯科健診後の受診勧奨と受診確認の実施
③歯科受診がない方への歯科健診受診勧奨の強化

No.8 ●筋骨格系の医療費が高い
・傷病手当給付金内訳より、筋骨格系疾患が多い
・定期的な運動習慣がない加入者が7割
・前期高齢者医療費の上位に上がる

 ①腰痛対策講座の実施
②ウォーキングイベント等を通しての健康習慣の定着

基本的な考え方（任意）基本的な考え方（任意）
加入者が生きがいを持っていきいきと過ごすためには、被保険者と被扶養者が健康でいることが基本である。健康管理の基本である特定健康診査をもとに検査データ、問診
結果から情報提供、保健指導、重症化予防とそれぞれの階層に応じた保健事業を展開し、生活習慣病予防、望ましい生活習慣の定着を目指す。その延長線上に生活習慣病の
合併症発生を抑制、血管病イベントの発生抑制、透析開始時期の延長など、加入者の生活の質をの向上と医療費の抑制を図っていく。
併せて健診の未受診者、再検査の未受診者がなどの未受診者対策にも注力する

特定健診・特定保健指導の事業計画　【第3期データヘルス計画書　STEP3から自動反映】特定健診・特定保健指導の事業計画　【第3期データヘルス計画書　STEP3から自動反映】

11 事業名 健康情報の提供健康情報の提供 対応する健康課題番号 No.8No.8


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：20〜75, 対象者分類：加入者全員

方法

ポータルサイトにて情報提供
健診受診後の結果報告時に利用
特定保健指導対象者の受診案内時に利用
39歳の節目文書指導報告時に利用
被扶養者の特定健診対象者に受診勧奨案内を実施
前期高齢者対策として運動に関するリーフレット配布
マイナンバーカードの利用促進のお知らせ掲載、リーフレット配布

体制 健保主体で実施。

事業目標
【目的】加入者に健康状況に沿った健康情報提供し健康への関心を高める。
【概要】健康診断結果により該当者へ一次予防・二次予防としてのポータルサ
イトやパンフレットによる情報提供

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
メタボ基準該当者割合 4.0 ％ 3.9 ％ 3.8 ％ 3.7 ％ 3.6 ％ 3.5 ％
運動習慣ありへの問診回
答 36 ％ 37 ％ 38 ％ 39 ％ 40 ％ 41 ％
ポータルサイトのお知ら
せ開封率 20 ％ 25 ％ 30 ％ 35 ％ 40 ％ 45 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
配布率 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％
若年者への配布 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％
対象者へ配布 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％
ポータルサイト登録率 50 ％ 55 ％ 60 ％ 65 ％ 70 ％ 75 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
ポータルサイトにて情報提供 健診受診後の結果報告
時に利用 特定保健指導対象者の受診案内時に利用 39
歳の節目文書指導報告時に利用 被扶養者の特定健診
対象者に受診勧奨案内を実施 前期高齢者対策として
運動に関するリーフレット配布 マイナンバーカード
の利用促進のお知らせ掲載、リーフレット配布 登録
率を見てポータルサイトからの配信に切り替え

継続 継続

R9年度 R10年度 R11年度
継続 継続 継続
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22 事業名 特定健康診査（被保険者）特定健康診査（被保険者） 対応する健康課題番号 No.2 No.2 , , No.4No.4


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜74, 対象者分類：被保険者

方法
通年の健診を利用し受診
事業所での巡回健診と、人間ドックを受診の両方から受診方法が選択でき
る

体制 巡回健診は就業時間内に受診できる
人間ドックは契約健診機関であれば、健診機関は自由に選択できる

事業目標
【目的】健康状態の把握、疾病の早期発見。
【概要】人間ドック代用の場合費用の補助、特定健診の代用とする。

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
適切な食事習慣を有する
者の割合 48.9 ％ 49.1 ％ 49.3 ％ 49.5 ％ 49.7 ％ 49.9 ％
適切な運動習慣を有する
者の割合 34.5 ％ 34.7 ％ 34.9 ％ 35.1 ％ 35.3 ％ 35.5 ％
睡眠で休養が十分とれて
いる者の割合 56.6 ％ 56.8 ％ 60 ％ 60.2 ％ 60.4 ％ 60.6 ％
喫煙者割合 11.0 ％ 10.8 ％ 10.6 ％ 10.4 ％ 10.2 ％ 10.0 ％
適切な飲酒習慣をする者
の割合 90.3 ％ 90.5 ％ 90.7 ％ 90.9 ％ 91.1 ％ 91.3 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
特定健診実施率 98.3 ％ 98.4 ％ 98.5 ％ 98.6 ％ 98.6 ％ 98.7 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
健診受診率の公表 健診受理分は健診担当者へ確認 健
診未受診者への受診勧奨強化 人間ドック当日（後日
も含む）の結果説明・保健指導利用の促進

継続 継続

R9年度 R10年度 R11年度
継続 継続 継続

33 事業名 特定健診(被扶養者)特定健診(被扶養者) 対応する健康課題番号 No.2No.2


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜75, 対象者分類：被扶養者
方法 受診案内と未受診案内の年1回の受診勧奨。パート先のデータ等を受理。

健診機関とコラボして受診率をアップ。
体制 受診方法はファミリー健診、かかりつけ医、自治体健診、契約健診機関か

ら自由に選択できる

事業目標
【目的】特定健診、がん検診の受診率向上
【概要】特定健診、がん検診の必要性のパンフレットを配布

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
適切な食事習慣を有する
者の割合 72.7 ％ 72.4 ％ 72.6 ％ 72.8 ％ 73 ％ 73.2 ％
適切な運動習慣を有する
者 38.9 ％ 39.1 ％ 39.3 ％ 39.5 ％ 39.7 ％ 39.9 ％
睡眠で休養が十分とれて
い 70.6 ％ 70.7 ％ 70.8 ％ 70.9 ％ 71 ％ 71.1 ％
喫煙者割合 2.8 ％ 2.7 ％ 2.6 ％ 2.5 ％ 2.4 ％ 2.3 ％
適切な飲酒習慣をする者
の割合 95.1 ％ 95.2 ％ 95.3 ％ 95.4 ％ 95.5 ％ 95.6 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
特定健診実施率 42.2 ％ 42.4 ％ 42.6 ％ 42.8 ％ 43 ％ 43.2 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
受診案内と未受診案内の年1回の受診勧奨。パート先
のデータ等を受理。 健診機関とコラボして受診率を
アップ

継続 継続

R9年度 R10年度 R11年度
継続 継続 継続
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44 事業名 特定健診(任意継続)特定健診(任意継続) 対応する健康課題番号 No.2No.2


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜75, 対象者分類：任意継続者
方法 通年で受診できる
体制 受診方法はファミリー健診、かかりつけ医、自治体健診、契約健診機関か

ら自由に選択できる

事業目標
【目的】退職後の健康管理の意識付けにつなげる
【概要】特定健診、がん検診の必要性のパンフレットを配布

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
適切な運動習慣を有する
者 45.6 ％ 45.8 ％ 46 ％ 46.2 ％ 46.4 ％ 46.6 ％
適切な食事習慣を有する
者の割合 68.4 ％ 68.6 ％ 68.6 ％ 68.8 ％ 69 ％ 69.2 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
特定健診実施率 24.4 ％ 24.5 ％ 24.6 ％ 24.7 ％ 24.8 ％ 24.9 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
任継手続き時に健診案内をする 費用補助の継続 継続 継続
R9年度 R10年度 R11年度
継続 継続 継続

55 事業名 特定保健指導特定保健指導 対応する健康課題番号 No.2 No.2 , , No.4No.4


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜75, 対象者分類：基準該当者

方法
①人間ドック当日実施
②遠隔特保実施
③健保保健師による実施
当日実施以外は毎月階層化を行い、②の案内を個人宅へ業者より発送

体制
①対象であれば、当日実施
②外部委託業者を利用して被保険者・被扶養者への通知、面談まで行う
③事業所担当者と日程調整を行い、就業時間内に面談実施（対面、WEB）

事業目標
特定保健指導の実施率50％以上をキープする。
生活習慣病リスクの改善

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
特定保健指導対象者割合 11.3 ％ 11.2 ％ 11.1 ％ 11.0 ％ 10.9 ％ 10.8 ％
特定保健指導による特定
保健指導対象者の減少率 22 ％ 22.1 ％ 22.2 ％ 22.3 ％ 22.4 ％ 22.5 ％
腹囲２cm・体重２kg減
を達成した者の割合 22.5 ％ 22.6 ％ 22.7 ％ 22.8 ％ 22.9 ％ 23.0 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
特定保健指導実施率 48 ％ 50 ％ 52 ％ 55 ％ 58 ％ 60 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
・3〜6か月間の特定保健指導実施。継続支援は面談
か通信は選択可能。事業所の事後措置の保健指導を特
定保健指導に代用。 ・ICTを使った特定保健指導の実
施。 ・健保の保健師による特定保健指導実施。 ・事
業所へ出張特保の実施。(関西地区の健保契約健診機
関へ依頼)

継続 継続

R9年度 R10年度 R11年度
継続 継続 継続
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達成しようとする目標∕特定健康診査等の対象者数達成しようとする目標∕特定健康診査等の対象者数
令和6年度令和6年度 令和7年度令和7年度 令和8年度令和8年度 令和9年度令和9年度 令和10年度令和10年度 令和11年度令和11年度

特特
定定
健健
康康
診診
査査
実実
施施
率率

計計
画画
値値
※11

全体全体 7,125 ∕ 7,600 ＝
93.8 ％

7,134 ∕ 7,600 ＝
93.9 ％

7,148 ∕ 7,600 ＝
94.1 ％

7,157 ∕ 7,600 ＝
94.2 ％

7,166 ∕ 7,600 ＝
94.3 ％

7,180 ∕ 7,600 ＝
94.5 ％

被保険者被保険者 6,685 ∕ 6,800 ＝
98.3 ％

6,690 ∕ 6,800 ＝
98.4 ％

6,700 ∕ 6,800 ＝
98.5 ％

6,705 ∕ 6,800 ＝
98.6 ％

6,710 ∕ 6,800 ＝
98.7 ％

6,720 ∕ 6,800 ＝
98.8 ％

被扶養者 被扶養者 ※33 440 ∕ 800 ＝ 55.0 ％ 444 ∕ 800 ＝ 55.5 ％ 448 ∕ 800 ＝ 56.0 ％ 452 ∕ 800 ＝ 56.5 ％ 456 ∕ 800 ＝ 57.0 ％ 460 ∕ 800 ＝ 57.5 ％
実実
績績
値値
※11

全体全体 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
被保険者被保険者 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
被扶養者 被扶養者 ※33 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％

特特
定定
保保
健健
指指
導導
実実
施施
率率

計計
画画
値値
※22

全体全体 398 ∕ 830 ＝ 48.0 ％ 415 ∕ 830 ＝ 50.0 ％ 432 ∕ 830 ＝ 52.0 ％ 451 ∕ 820 ＝ 55.0 ％ 476 ∕ 820 ＝ 58.0 ％ 492 ∕ 820 ＝ 60.0 ％
動機付け支援動機付け支援 240 ∕ 415 ＝ 57.8 ％ 245 ∕ 415 ＝ 59.0 ％ 255 ∕ 415 ＝ 61.4 ％ 274 ∕ 410 ＝ 66.8 ％ 299 ∕ 410 ＝ 72.9 ％ 315 ∕ 410 ＝ 76.8 ％
積極的支援積極的支援 158 ∕ 415 ＝ 38.1 ％ 170 ∕ 415 ＝ 41.0 ％ 177 ∕ 415 ＝ 42.7 ％ 177 ∕ 415 ＝ 42.7 ％ 177 ∕ 415 ＝ 42.7 ％ 177 ∕ 415 ＝ 42.7 ％

実実
績績
値値
※22

全体全体 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
動機付け支援動機付け支援 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
積極的支援積極的支援 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％

※１）特定健康診査の（実施者数）∕（対象者数）
※２）特定保健指導の（実施者数）∕（対象者数）
※３）特定健診の対象となる被扶養者数には、強制被扶養者、任意継続被扶養者、特例退職被扶養者、任意継続被保険者、特例退職被保険者を含めてください。
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目標に対する考え方（任意）目標に対する考え方（任意）
-

特定健康診査等の実施方法特定健康診査等の実施方法
【実施期間】通年
【実施方法】
被保険者：人間ドックで代用の場合契約健診機関で実施、費用の全額を健保が負担
定期健康診断を代用する場合、実施事業所または実施健診機関経由でデータの提供を受ける
被扶養者：人間ドックで代用の場合契約健診機関で実施、一部健保が負担
契約健診機関以外で受診の場合は償還払いとする
パート先等で受診した結果は提出依頼して受理
※特定健診・特定保健指導の事業計画の欄に、第3期データヘルス計画書STEP3 から自動反映されている場合は任意

個人情報の保護個人情報の保護
特定健康診査等の実施に係る個人情報については、法令および当健保組合で定める個人情報保護管理規程を遵守する
個人情報の取り扱いについては、当健保組合ホームページ等により被保険者等に周知する

特定健康診査等実施計画の公表・周知特定健康診査等実施計画の公表・周知
本計画の周知は、ホームページに掲載

その他（特定健康診査等実施計画の評価及び見直しの内容等）その他（特定健康診査等実施計画の評価及び見直しの内容等）
本計画については本計画については、適宜当健保組合と事業主により見直しを検討する
また中間評価の際に、目標との大きくかけ離れた場合など、その他必要のある場合は見直すこととする
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